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  能登半島地震で被災された多くの方々は、今も不安な避難生活を強い

られています。 

長崎市では本庁や各地域センターなどに募金箱を設置し、お預かりし

た義援金は日本赤十字社を通じて、全額被災地へ寄付します。皆さまの

温かいご支援をよろしくお願いします。 
 

 高島地域センターでは、１階カウンターに募金箱を設置しております。 

 

  今年は初めて春に「高島ふれあい運動会」を開催します。 
  高島幼稚園の園児、高島小・中学校の児童・生徒は、ふれあい運動会に向けて、一

生懸命練習に取り組んでいます。地域の皆さまもぜひご来場いただき、温かいご声援

とご参加をお願いします。 

地域の皆さまと幼稚園児、児童、生徒が一堂に会して、楽しい運動会にしましょう！ 
 

日 時 場 所 

５月１９日（日） 

８時５０分～１１時２０分 

 
高島小・中学校グラウンド 
 

荒天時は同日に高島小・中学校体育館で、 

雨天プログラムを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 ７ 日 

（火） 

１７時３０分 

～  

１８時３０分 
子どもを守るネットワークパトロール 

５月１９日 

（日） 

８時５０分 

～  

１１時２０分 

高島ふれあい運動会（１ページ参照） 

（荒天時は高島小・中学校体育館で開催） 

５月２４日 

（金） 

１０時３０分 

～  

１１時３０分 
がん検診・健康診査 

６月 ４ 日 

（火） 

１７時３０分 

～  

１８時３０分 
子どもを守るネットワークパトロール 

高島地域センターだよりのバッ

クナンバー公開中！ 
 

 アクセスは 

こちらから 

月号 

２０２４年 

 

高島地域センターだより 

高島地域センターだより №８０ 

発行日：令和６年５月１日（水） 

編 集：高島地域センター 

〒851-1315 

長崎市高島町 1728番地 1 

☎095-896-3110（代表） 

能登半島地震災害義援金にご協力をお願いします 

高島地域センター管内の人口 

(令和６年３月末現在) 

■人 口 261人（R5.3月末 291人) 

【男 124人、女 137人】 

■世帯数 187世帯 

今年は春に開催！ 第２５回高島ふれあい運動会 
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長崎市動物愛護管理センターには多くの数の猫が持ち込まれ、その約 8割が止む

を得ず殺処分されています。ほとんどは野良猫で、多くが生後間もない子猫です。 

増えては殺されていく小さな命を減らすため、また野良猫による被害を減らすた

めに、野良猫の不妊・去勢手術をしようという方に対し、長崎市は平成２６年度か

ら毎年手術費用の助成を行っています。 
 

 ＜助成申請手続き＞ 

助成対象となる猫 
長崎市内に生息する野良猫（飼い主がいない猫） 

※ 飼い猫や、助成決定前に手術を済ませた猫は対象外 

１頭あたりの助成額 

および自己負担額 

助成上限額：オス８，０００円、メス１８，０００円 

自己負担額：オス、メスともに２，０００円 

※ 助成額は長崎市が動物病院へ支払います。 

助成予定頭数 オス１００頭、メス５００頭 

手術が行える動物病院 長崎市内の指定された動物病院 

申込用紙の入手場所 

・高島地域センターなど市内各地域センター 

・長崎市動物愛護管理センター（長崎市茂里町２番３４号） 

・長崎市ホームページからダウンロード 

申込方法 
申込用紙に記入し、長崎市動物愛護管理センターへ郵送

するか持参してください。 

申込期間 令和６年５月 1日（水）～３１日（金）（当日消印有効） 

ご注意 

・助成対象者は書類審査や、必要に応じて現地調査を実

施し決定します。（先着順や抽選ではありません。） 

・対象猫の捕獲や動物病院への予約・搬送は申請者本人

が行う必要があります。 

・同一世帯から複数の申込はできません。 

お問合せ先 長崎市動物愛護管理センター（☎８４４－２９６１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費を助成します 

長
崎
市
の
「
ま
ち
ね
こ

不
妊
化
事
業
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に
つ
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て
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コ
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４月１日付けの長崎市役所の人事異動にともない、高島地域センターでも職員の異

動がありました。 

転 

入 

福田 洋行 

【生活福祉１課から転入】 

 ４月１日付けで中央総合事務所生活福祉１課から異動となり

ました。 

 世界遺産推進室に勤務していたときに、高島には業務で何度

かおじゃまさせていただいておりまして、訪れるたびに魅了さ

れていました。 

 島民の方々に早く受け入れてもらえるよう頑張りますので、

よろしくお願いします。 

転 

出 

村山 康博 

【伊王島地域センターへ転出】 

高島では、通算７年半もお世話になり、毎日の船通勤や、自然

豊かな高島での楽しいイベントなど思い出がたくさんあり、ゆっ

くりとした時間が流れる高島が心地よかったです。 

これからも、まちづくり協議会を中心に頑張って欲しいと願っ

ております。長い間、大変お世話なり、ありがとうございました。 

 

 

 
 

インターネット通販で購入した靴のサイズが合わ

ず、販売店に「クーリング・オフしたい」と伝えたと

ころ、「通信販売にはクーリング・オフの適用はない」

と言われた、という相談が寄せられています。 
 
●インターネット通販やテレビショッピングなどの通

信販売には、法律上のクーリング・オフ制度はあり

ません。返品の可否や条件についての特約があれば

それに従うことになります。 
 
●特約がない場合は、商品を受け取った日を含む８日 

以内であれば、消費者が送料を負担し返品できます。返品が可能な場合でも、返

品期限が設けられている場合があります。商品を受け取ったらすぐに中身を確認

することが大切です。 
 
●通信販売で購入する際は、事前に返品ができるかどうかや返品が可能な場合の条件

などをよく確認しましょう。 
 
●困ったときは、長崎市消費者センター（☎８２９－１２３４）へご相談ください。 
 

（見守り新鮮情報 第 471号（ 2024年 1月 16日）発行： 独立行政法人国民生活センターより抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高島地域センター職員の異動について 

通信販売はクーリング・オフできません！ 

本文イラスト：黒崎 玄 
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「長崎大学 高島水産研究所」でブリの稚魚の飼育試験が始まって

います！ 
  長崎大学では、旧水産センター高島事業所を改修し、ブリの種苗生産研究施設と

して「長崎大学 高島水産研究所」（正式名称は高島地域センターだより令和５年

１１月号で紹介）を設置しました。 

  昨年１０月に施設の改修に着手し、今年３月には

五島から７ｃｍほどのブリの稚魚２，０００匹を搬

入して飼育試験が開始されました。稚魚の成育は大

変順調で、４月中旬現在１２～１３ｃｍに成長。秋

口には約２０ｃｍ、１年ほどで３５～４０ｃｍ（約

１ｋｇ）に育つ見込みです。これから企業との技術

連携により、約２年かけて卵が採取できる大きさに

育て、採取した卵から人工種苗を育てる計画です。 

  また、約５ｋｇの親魚の飼育も開始され、来年には卵を採取し、種苗生産を前倒

しして開始する計画も並行して進んでいます。 

  高島水産研究所の当面の課題は、島内での宿泊・研修の場の確保です。今後職員

の増員が見込まれることや、職員や学生など人材育成のための研修の場も必要にな

ることがその理由です。 

  さて、なぜブリが研究対象に選ばれたのでしょうか。 

  高島水産研究所の藤川稔晃特任研究員によると、ブリは日本の固有魚で、脂がの

りやすく、味もよいことから海外でも人気がある魚だからだそうです。 

  また、稚魚の成育には水質が大切で、海が荒れて海水に土や砂が混じると、エラ

から吸い込んで死んでしまいます。そこで高島水産研究所では、くみ上げた海水を

高性能のろ過機２台できれいにして使用しています。 

  さらにブリは環境が整えば通年で採卵可能で、狙った時期に稚魚を出荷できるこ

とから、水質やエサの配合など最適な成育環境づくりの研究も行う予定です。その

ため、井戸からよりきれいな海水をくみ上げ、ろ過機も増やして、研究を進める計

画もあるとのことでした。 

藤川特任研究員は、「大学だけではできることは限られる。地元の方も含め、早く

いろいろな方々に参加してほしい」とも話していました。 

  この事業は、持続可能な養殖事業の実現を目指す産学官連携プロジェクト「なが

さきＢＬＵＥエコノミー」の一環として進められています。新聞報道（長崎新聞 令

和６年４月１２日号 第９面）によれば、将来は付加価値のある「ＪＡＰＡＮ鰤（ブ

リ）」として、海外市場も視野に入れた販売に乗り出すとのこと。今後の展開が楽

しみですね。 

高島地域センターだよりでは、今後も高島水産研究所の状況や水産にまつわる話

などを隔月で掲載していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サイエンスアイランド高島」への道（その１） 
 

 

高島水産研究所の水槽で元気に泳ぐブリの稚魚 
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「やったろうｄｅ高島」では、シュノーケリング

ピクニック体験に訪れる修学旅行生向けに、高島町

の紹介、サンゴや海の環境保護の大切さなどを分か

りやすく解説した教材「海の環境講習」を２，００

０部製作しました。 

高島地域センターにもご恵与いただき、玄関前の

資料コーナーにありますので、ぜひ手に取ってご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新しい生活が楽しみ！ 

～高島小・中学校入学式、高島幼稚園入室式～ 

４月９日（火）、１０日（水）、高島小・中学

校入学式と高島幼稚園入室式がそれぞれ挙行

されました。 

今年度の新入学、新入室生は、高島小学校

３人、高島中学校１人、高島幼稚園２人です。 

新入学・入室生の皆さんは、教職員、先輩

方や保護者のほか、式に参列した地域の方々

に温かく迎えられ、あらたな学校・幼稚園生

活を楽しみにしている様子でした。 

 
高島小学校の児童の作品が優秀賞を受賞！ 

～長崎スタジアムシティ絵画コンクール～ 
１０月１４日（月）のオープンを控え、先ごろ行われた「長崎

スタジアムシティ絵画コンクール」で高島小学校の土屋美桜さん

の作品「みんなが楽しむゆめの国」が優秀賞を受賞しました。 

土屋美桜さんの作品は、旧長崎市役所本館の解体工事現場の壁

で他の受賞作品とともに見ることができます。 

やったろうｄｅ高島が修学旅行生向けの 

教材を製作 

教材「海の環境講習」の表紙 

「長崎スタジアムシティ」の詳しい情報はコチラ 

（他の受賞作品も見られます。） 
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長崎市では、「飼い主のいない猫への給餌等に関する要綱」で「置きエサ」はしな

いことと定められています。 
 

ところが、島内各所で「置きエサ」が見られ、その「置きエサ」を複数の「イノシ

シ」が食べているところが目撃されています。 
 

人家、市営住宅、診療所、公園、幼稚園や小・中学校など、各施設の近くに「イノ

シシ」を呼び寄せることがないよう、イノシシによる事故が発生する前に、土地・建

物の管理者の許可や自治会などの理解が得られていない場所での不適切な「飼い主の

いない猫への給餌等」は、やめましょう！ 

＜各種問合せ先＞ 

高島診療所が休診の

とき 

救急の場合 

 ☎１１９ 
救急ではないが受診したいときは、事前に 

 ☎８９６－２０４８に連絡してからお越しください。 

市営住宅に関するこ

と 

市営住宅管理センター（Ｂ地区） 

・月～金 ８時３０分～１７時３０分  

☎８２９－２９９１ 
・夜間 １７時３０分～８時３０分 土日祝日、年末年始 

☎８２８－０２０１ 

粗大ゴミ、家電４品目

や動物の死がいの廃

棄 

福島清掃 

☎８４８－９６４５ 

定期船の欠航など 
野母商船（株） 

☎８２６－６２３８ 

防災行政無線情報 ☎０５０－５５３０－９９０８ 

高島のイベントやさ

まざまな情報 
高島観光ナビ 

「高島地域センター

だより」への掲載依頼 

高島地域センターに早めにお知らせください。 

☎８９６－３１１０ 

市役所の手続きなど 
あじさいコール（長崎市コールセンター） 

☎８２２－８８８８ （８時００分～２０時００分 年中無休） 

市政に関する動画 
ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ） 

長崎市公式チャンネル 

 
≪編集後記≫ ５月に入り、少し体を動かしただけで汗ばむ日も多くなりました。夏に備えて、今のう

ちから暑さに体を慣らしておくとよいそうです。（たみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼い主のいない猫への不適切なエサやりは 

やめましょう 


